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こ
れ
ま
で
森
林
整
備
を
行
う
に
あ
た

っ
て
施
業
の
集
約
化
に
つ
な
が
ら
な
く

て
も
、
間
伐
等
に
対
す
る
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

度
か
ら
始
ま
る
「
森
林
管
理
・
環
境
保

全
直
接
支
払
い
制
度
」
は
、
小
規
模
な

所
有
者
の
森
林
を
集
約
化
し
、
路
網
整

備
と
搬
出
間
伐
を
一
体
的
に
進
め
、
持

続
的
な
森
林
経
営
を
実
施
す
る
者
に
対

し
支
援
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
、
こ
れ
ま
で
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
補
助
率
で
の
支
援
を
受
け
る

に
は
、
森
林
施
業
計
画
（
又
は
市
町
村

の
立
て
る
「
特
定
間
伐
等
促
進
計
画
」）

の
計
画
森
林
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
間
伐
実
施
に
つ
い
て
は
集
約
化
実

施
計
画
の
対
象
森
林
で
、
５
ha
以
上
集

約
化
し
た
搬
出
間
伐
の
み
支
援
対
象
と

な
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
制
度
化
さ
れ
る「
森
林
経
営
計
画
」

森
林
に
対
し
て
の
み
支
援
さ
れ
る
予
定

で
す
。
当
組
合
も
集
約
化
を
す
す
め
森

林
経
営
計
画
を
作
成
し
て
、
組
合
員
の

皆
様
の
所
有
山
林
が
で
き
る
だ
け
間
伐

の
補
助
事
業
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
の
違
い
を
イ
ラ
ス
ト
に

し
ま
す
と
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す

ま
た
間
伐
支
援
に
は
搬
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
実
施
面
積
１
ha
あ
た
り
平
均

10
㎥
以
上
の
間
伐
材
を
搬
出
す
る
こ
と

が
最
低
条
件
で
す
。（
計
画
地
が
計
５
ha

で
あ
れ
ば
、50
㎥
の
搬
出
が
必
要
）間
伐

の
対
象
林
齢
は
60
年
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
計
画
の
中
で

必
要
な
路
網
密
度
を
目
標
設
定
し
、
丈

夫
で
簡
易
な
森
林
作
業
道
の
整
備
を
行

い
、
次
回
の
間
伐
に
向
け
た
基
盤
作
り

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
業

道
の
開
設
・
改
良
も
支
援
の
対
象
で
す
。

新
し
い
制
度
の
支
援
に
つ
い
て
主
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

◦ 

間
伐
支
援
は
1
計
画
で
５
ha
以
上
の

間
伐
と
１
ha
あ
た
り
10
㎥
以
上
の
搬
出

◦ 

間
伐
支
援
の
林
齢
制
限
は
60
年
生
ま

で
（
従
来
は
35
年
ま
で
）

◦ 

目
標
と
す
る
路
網
密
度
に
達
成
す
る

た
め
に
森
林
作
業
道
を
開
設
す
る
こ

と
◦ 

除
伐
と
切
捨
間
伐
の
林
齢
制
限
は
25

年
生
ま
で

◦  

長
期
育
成
循
環
施
業
（
高
齢
級
林
の

森
林
管
理・環
境
保
全
直
接
支
払
い
制
度
が
創
設

複
層
林
誘
導
）
と
し
て
の
支
障
木
等

の
伐
倒
搬
出
等
を
「
更
新
伐
」
と
い

い
、
90
年
生
ま
で
が
対
象
。

◦ 

全
作
業
種
と
も
に
事
業
地
1
件
あ
た

り
の
面
積
は
０
．
１
ha
以
上
で
あ
る

こ
と

直
接
支
援
さ
れ
る
標
準
の
単
価
は
、

国
が
選
木
、
伐
倒
、
造
材
、
集
材
等
の

標
準
と
な
る
工
程
を
示
し
、
都
道
府
県

が
こ
の
工
程
を
基
に
、
賃
金
、
地
域
の

樹
種
、
平
均
径
級
に
応
じ
て
標
準
単
価

を
設
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
本
紙
を
編
集
し
て
い
る
段
階

で
は
、
単
価
が
こ
れ
ま
で
の
補
助
と
比

べ
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
か
、
あ

る
い
は
あ
る
程
度
の
差
が
あ
る
の
か
、

全
く
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、

単
価
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

今
年
度
の
事
業
量
な
ど
計
画
が
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

注
：�

本
図
は
収
支
の
内
訳
項
目
か
ら
集
約
化
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
効
果
を
表
す
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
り
、
実

際
の
金
額
比
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

当
組
合
と
し
て
、
森
林
管
理
・
環
境

保
全
直
接
支
払
い
制
度
の
支
援
を
得
て
、

組
合
員
皆
様
の
森
林
整
備
が
一
層
進
め

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

 「森林・林業再生プラン」これは、これから10年後に我が国の木材自給率を50％以上に引上げるため

（平成21年度で27.8％）、造林補助制度を含むこれまでの林業の仕組みを見直し、新たな制度によって

森林整備や木材搬出を進めるものです。

　ここでは新たな補助制度について、分かる範囲でご説明し、また、今後木材搬出のカギとなる作業道づ

くりについて紹介します。

森林組合

補助金申請 補助金

大阪府
+

一部市町

これまで（～平成22年度）

森林組合

集 約 化

補助金申請 補助金

大阪府
+

一部市町

これから（平成23年度～）

間伐事業地

事業地合計
5ha以上

■造林補助事業の仕組み

資料：林野庁業務資料

個々の森林施業に対し網羅的に支援 面的まとまりをもって持続的な森林
経営を実施する者に対し直接支援

今まで

施業の集約化
（搬出間伐）森林作業道

平成23（2011）年度から
直接支払による支援

搬出間伐
施業地

（伐り捨て間伐）
森林作業道

抜本的
に改革

集約化しない場合 集約化した場合

収入 支出 収入 支出

所有者への還元
コストダウン

間伐搬出費用
補助金
材価

■集約化と搬出促進のイメージ

森林整備のこれから
̶切り捨て間伐から搬出間伐へ̶



日吉町にて　開設状況見学兵庫県神河町にて　経年で植生回復する丸太構造物

O&Dウッドによる土留工

基幹作業道（貝塚市蕎原）

簡易作業路（高槻市成合）ハーベスタによる造材作業
道があれば高性能林業機械の活躍などにより
搬出作業の低コスト化がすすみます

3

木
材
搬
出
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、

材
価
の
上
が
ら
な
い
現
状
で
も
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
成
り
立
つ
よ
う
に
、
で
き
る

だ
け
搬
出
コ
ス
ト
を
下
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
搬
出
費
用
を
下
げ
る
た
め

に
は
他
の
産
業
と
同
様
に
機
械
化
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
機
械
が
活
躍

す
る
た
め
の
「
道
」
が
必
要
で
す
。
と

り
わ
け
、
間
伐
の
補
助
事
業
で
も
一
定

の
搬
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
今
後
は
な

お
さ
ら
「
道
」
の
存
在
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

す
で
に
他
府
県
の
森
林
組
合
で
は
、

複
数
の
所
有
者
を
と
り
ま
と
め
た
集
約

化
施
業
団
地
で
作
業
道
を
開
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
効
率
的
に
間
伐
材
を
搬
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
当
組

合
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
開
設
技
術
者
も
こ

れ
ま
で
に
モ
デ
ル
組
合
（
作
業
道
開
設

を
取
り
入
れ
て
集
約
化
施
業
を
先
進
的

に
進
め
る
森
林
組
合
）
で
あ
る
日
吉
町

森
林
組
合
（
京
都
府
）
や
松
阪
飯
南
森

林
組
合
（
三
重
県
）、
三
次
地
方
森
林

組
合
（
広
島
県
）
な
ど
他
地
域
の
事
例

を
見
学
し
、
参
考
に
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
幅
員
3
メ
ー
ト
ル
で
2
ト
ン
車

の
通
行
を
目
安
に
し
た
「
作
業
道
」
開

設
に
あ
た
っ
て
は
、
府
内
で
長
年
設
計

測
量
を
お
こ
な
っ
て
き
た
専
門
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
技
術
指
導
も
受
け
、地
元
・

大
阪
で
の
道
づ
く
り
の
技
術
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
丈
夫
な
道
を
追
求
す
べ

く
、
豊
能
支
店
管
内
で
は
O
&
D
ウ
ッ

ド
（
次
頁
参
照
）
に
よ
る
土
留
め
工
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
は
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業
や
河
内
長
野
市
単
独
事

業
な
ど
に
よ
り
、
府
内
全
域
で
基
幹
作

業
道
を
約
4
2
0
0
ｍ
、
作
業
路
を
約

8
4
0
0
ｍ
開
設
し
ま
し
た
。

す
で
に
一
部
路
線
で
は
、
間
伐
搬
出

作
業
も
進
ん
で
お
り
、
当
組
合
の
所
有

す
る
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
集
材
、
積
込

み
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
林
外
土
場
へ

の
搬
出
に
作
業
道
等
が
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
三
島
支
店
管
内
高
槻
市
で
は
、

国
庫
補
助
事
業
に
高
槻
市
か
ら
の
上
乗

せ
補
助
に
よ
り
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
こ
の

3
月
に
導
入
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ベ
ス
タ

と
は
1
台
で
伐
倒
・
枝
払
い
・
玉
伐
り

を
短
時
間
で
こ
な
す
高
性
能
林
業
機
械

の
1
種
で
、
路
網
密
度
の
高
い
搬
出
現

場
で
、
著
し
く
効
率
化
を
図
る
こ
と
の

で
き
る
優
れ
た
機
械
で
す
。
今
後
さ
ら

に
ハ
ー
ベ
ス
タ
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な

道
づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
け
ば
、
搬
出

作
業
の
低
コ
ス
ト
化
が
実
現
可
能
と
な

り
ま
す
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
で
は
従
来

は
作
業
道
や
作
業
路
と
称
し
て
い
た
木

材
搬
出
の
た
め
の
道
を「
林
業
専
用
道
」

「
森
林
管
理
道
」
と
名
前
を
変
え
て
、

丈
夫
で
簡
易
な
使
い
や
す
い
道
づ
く
り

の
指
針
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
も
今
年
度
以
降
も
道
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
地
域
の
所

有
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
合
理
的
な
道

づ
く
り
は
不
可
能
に
近
い
で
す
。
道
が

あ
れ
ば
、
山
林
の
管
理
も
と
て
も
楽
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
道
の
開
設

森林整備のこれから
̶切り捨て間伐から搬出間伐へ̶
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豊
能
支
店
で
は
、
大
阪
北
部
地
域
の

木
材
の
流
通
・
加
工
の
効
率
化
と
販
売

拡
大
を
図
る
た
め
、
昨
年
6
月
に
高
槻

木
材
加
工
セ
ン
タ
ー
を
能
勢
木
材
加
工

セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

技
術
の
集
約
化
と
機
械
類
の
合
理
化

を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
扱
い
を
継

続
し
な
が
ら
、
O
＆
D
ウ
ッ
ド
（
高
耐

久
化
防
腐
処
理
木
材
：
10
年
保
証
）
の

利
用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
鉄
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
木
材

へ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
可
能
な
限
り

木
材
へ
と
置
き
換
え
る
べ
く
提
案
営
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

O
＆
D
ウ
ッ
ド
は
、
推
定
30
年
以
上

の
耐
久
性
を
持
ち
、
C
O
2

を
長
期
に

わ
た
り
固
定
し
、
鉄
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
比
べ
て
も
製
造
時
の
C
O
2

排
出
量

が
10
分
の
1
以
下
に
削
減
で
き
る
な
ど
、

C
O
2

排
出
削
減
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
寄
与
し
、
環
境
に
優
し
い
木
材
利
用

方
法
の
一
例
と
し
て
Ｐ
R
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
出
荷
量
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
年
2
0
0
㎥
程
度

と
ま
だ
ま
だ
小
規
模
で
す
。
今
後
は
土

木
分
野
へ
進
出
す
る
な
ど
、
将
来
的
に

は
年
1
，
0
0
0
㎥
を
目
指
し
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
当
組
合
で
計
画
を
推
進

し
て
い
た
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
加
工
場
が

完
成
し
、
4
月
23
日
に
竣
工
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
は
直
径
10
セ
ン
チ
、

長
さ
50
セ
ン
チ
程
度
の
黒
褐
色
の
円
筒

状
で
、
石
炭
コ
ー
ク
ス
の
代
替
燃
料
と

し
て
再
生
可
能
で
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

植
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
料
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

原
料
と
し
て
茶
葉
や
コ
ー
ヒ
ー
、

ジ
ュ
ー
ス
の
絞
り
か
す
と
い
っ
た
食
品

残
渣
だ
け
で
な
く
、
現
在
で
は
外
来
植

物
で
あ
り
、
湖
沼
や
河
川
で
の
繁
殖
が

懸
念
さ
れ
る
「
藻
」
も
原
料
と
な
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
組
合
で
は
、
今
ま
で
林
内
に
放
置

し
て
き
た
間
伐
材
を
搬
出
し
有
効
活
用

す
る
機
械
化
林
産
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
、
高
槻
を
中
心
と
す
る
北

摂
エ
リ
ア
で
搬
出
し
た
間
伐
材
の
有
効

活
用
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
に
着
目
し
、
平
成
21
年
度
よ

り
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
製
造
計
画
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
完
成
し
た
加
工
場
は
幅
30
ｍ
、

奥
行
き
20
ｍ
、
高
さ
9
．
53
ｍ
と
プ
ラ

ン
ト
と
し
て
の
規
模
は
、
さ
ほ
ど
大
き

世
界
初
の
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
加
工
の

商
業
用
プ
ラ
ン
ト
が
高
槻
市
中
畑
に
完
成

〜
高
槻
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
加
工
場
の
竣
工
式
を
実
施
し
ま
し
た

大
阪
北
部
地
域
の
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー
の
統
合
と

O
＆
D
ウ
ッ
ド

O＆Dウッド床固工（4�基）及び�護岸工

野間地区治山ダムほか(22・奥地)工事
（施工地：能勢町野間稲地）

泉
佐
野
市
内
に
、
大
阪
府
内
産
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
高
齢
者
社
会

福
祉
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
し

て
い
る
社
会
福
祉
法
人 

来
友
会
様
が
、

高
齢
化
し
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、福
祉
・

介
護
・
居
住
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
で
き
る
施
設
と
し
て
、
大
阪
府
の

平
成
22
年
度
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事

業
の
支
援
を
う
け
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

来
友
会
様
で
は
、
施
設
内
の
木
の
香

り
や
木
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
空
間
が
、

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
住
み
慣
れ
た
住
ま

い
か
ら
移
り
住
む
時
に
生
じ
る
ス
ト
レ

ス
を
抑
え
る
の
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
、

建
設
さ
れ
た
2
棟
の
施
設
は
床
・
壁
・

天
井
の
内
装
材
を
は
じ
め
、
柱
や
梁
な

ど
の
構
造
材
や
外
壁
の
板
、
そ
れ
に
床

下
地
や
屋
根
下
地
の
構
造
用
合
板
に
至

る
ま
で
大
阪
府
内
産
の
杉
・
桧
材
を
使

用
し
、
木
材
使
用
量
は
2
棟
で
約

1
6
4
㎥
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
す
る
木
材
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、
①
間
伐
材
の
使
用
を
積
極
的
に
進

め
る
た
め
に
内
外
装
仕
上
げ
材
に
、
節

の
あ
る
一
等
材
の
小
幅
板
を
使
う
。
②

コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
流
通
量
が
多

い
長
さ
４
ｍ
以
下
の
木
材
を
使
用
す
る
。

③
大
規
模
な
木
造
建
築
物
に
も
一
般
の

木
造
住
宅
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

1
2
0
角
の
柱
や
1
2
0
幅
の
梁
な
ど

を
使
用
す
る
な
ど
、
出
来
る
だ
け
普
通

の
住
宅
部
材
を
用
い
て
建
て
た
い
と
の

考
え
で
、
そ
の
こ
と
は
木
材
の
供
給
に

お
い
て
品
質
安
定
、
納
期
短
縮
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

4
月
22
・
23
日
の
2
日
間
、
来
友
会

様
の
主
催
で
完
成
見
学
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
森
林
組
合
か
ら
も
木
の
P
R

の
た
め
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
今
後
の
施
設
建
設
を
考
え

て
お
ら
れ
る
事
業
者
や
ご
近
所
の
方
か

ら
は
「
や
っ
ぱ
り
木
は
温
も
り
が
あ
っ

て
気
持
ち
が
い
い
ね
。」
と
の
お
言
葉

を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
で
は
引
き
続
き
、
良
質
な
府
内

産
材
の
供
給
と
利
用
促
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
設
計
：
桑
原
年
弘
建
築
設
計
事
務
所
）

お
お
さ
か
の
木
を
使
っ
た
社
会
福
祉
施
設
完
成

最
新
版
の
森
林
林
業
白
書
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ

り
ま
す
。 

我
が
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
昭
和
48
年
に
過
去
最
高
の

1
9
1
万
戸
を
記
録
し
た
後
、
若
干
の
増
減
を
繰
り
返
し
、

平
成
3
年
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
21
年
は
対
前

年
比
79
万
戸
に
減
少
し
て
い
る
。
木
造
率
は
平
成
に
入
っ

て
か
ら
45
％
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
平
成
21
年
は
着

工
戸
数
減
少
の
中
で
木
造
住
宅
の
減
少
幅
が
比
較
的
小
さ

か
っ
た
こ
と
か
ら
55
％
に
上
昇
し
て
い
る
。（
以
上　

要

約
） 木

材
需
要
は
、
現
在
で
も
建
築
材
と
し
て
の
利
用
に
最

も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
着
工
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
建
築
工
法
も
構
造
用
合
板
を
活
用
す
る
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
が
普
及
し
、
在
来
工
法
で
あ
っ
て
も
集
成
材
な
ど

に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
材
が
拡
大
し
、
昔
の
よ
う
な
無
垢
材

の
需
要
は
大
き
く
期
待
で
き
な
い
現
状
で
す
。

木
の
良
さ
を
知
ら
な
い
、
忘
れ
た
消
費
者
に
良
質
な
木

の
生
か
し
方
、
言
い
換
え
れ
ば
「
木
の
文
化
」
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
大
切
さ
を
感
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で

現
状
認
識
し
た
う
え
で
木
材
の
利
用
拡
大
も
考
え
な
け
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
き
た
木
を
山
に
放
置
す
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

当
組
合
で
は
、
内
装
材
で
の
活
用
や
合
板
へ
の
進
出
な

ど
建
築
で
の
利
用
を
広
く
進
め
る
ほ
か
、
土
木
資
材
や
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
で
、
使
い
勝
手
の
よ
い
製
品
化
な
ど

利
用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

完成した製造プラント

奥本市長（写真中）と久保市議会議長（写真手前）、古川組合長
がプラント稼動のスイッチを押す
（肩書きは平成23年4月23日現在）

木
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て

大阪府内産材の内装（写真：母倉知樹）
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保
育
か
ら
利
用
へ
と
、
補
助
体
系
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
い
く
ら
木
材
の

搬
出
量
を
増
や
し
て
も
、
大
口
需
要
者

を
作
ら
な
け
れ
ば
供
給
過
多
と
な
っ
て

し
ま
い
、
現
状
以
上
に
値
崩
れ
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
北
欧
材
を
中
心
に

輸
入
し
加
工
し
て
い
た
合
板
メ
ー
カ
ー

は
、
関
税
引
上
げ
等
も
あ
っ
て
、
国
産

材
を
中
心
に
利
用
出
来
な
い
も
の
か
と

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
輸
入

材
を
中
心
に
使
っ
て
い
た
の
は
、品
質
・

量
と
も
に
安
定
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
各
県
の
森
林
組
合
連
合
会

で
は
、
合
板
工
場
等
と
安
定
供
給
の
た

め
協
定
を
結
ん
で
、
国
産
材
針
葉
樹
合

板
の
利
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

原
木
を
A
〜
C
ラ
ン
ク
に
分
け
た
場

合
、
A
は
建
築
用
材
、
B
の
並
材
は
合

板
、
C
は
不
良
材
で
製
紙
や
Ｍ
Ｄ
Ｆ
な

ど
チ
ッ
プ
化
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
林
産
現
場
で
仕
分
け
を
行
い
、

B
材
、
C
材
を
直
送
す
る
こ
と
で
、
運

搬
コ
ス
ト
の
節
減
を
し
、
森
林
所
有
者

へ
の
材
価
還
元
を
多
く
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
の
近
畿
各
府
県
の
合
板

工
場
直
送
予
定
数
量
は
左
記
の
と
お
り
。

当
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
ひ
と
つ

の
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
持
っ
て

お
き
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
協
定
を
結

ん
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

決
し
て
高
額
で
売
れ
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
販
売
価
格
が
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
山
主
さ
ん
へ
の
立
木
価
格
還
元

が
読
め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

搬
出
間
伐
の
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
共
販
所
で

セ
リ
に
か
け
る
方
法
と
、
こ
の
直
送
す

る
シ
ス
テ
ム
販
売
を
組
み
合
わ
せ
て
販

売
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
を
、
組
合
員

合
板
用
材
直
送
シ
ス
テ
ム
の
動
き

空
間
を
広
く
見
せ
る
工
夫
と 

大
容
量
収
納
の
確
保 

　

平
成
23
年
3
月
、
大
阪
府
東
部
の
住

宅
密
集
地
域
に
、
2
階
建
、
延
床
面
積

約
31
坪
の
住
ま
い
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

北
面
道
路
側
は
通
行
人
か
ら
の
視
線

を
さ
え
ぎ
る
た
め
、
ス
リ
ッ
ト
窓
や
縦

ル
ー
バ
ー
を
採
用
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
確
保
。
一
方
、
L
D
K
に
面
す
る
南

東
の
中
庭
側
か
ら
は
、
た
っ
ぷ
り
と
光

と
風
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

和
室
の
収
納
下
に
地
窓
を
設
け
、
圧
迫

感
を
解
消
す
る
な
ど
、
空
間
を
広
く
見

せ
る
工
夫
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
特
徴
的
な
の
が

収
納
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
2
階
主
寝
室
上

部
の
天
井
裏
を
す
べ
て
ロ
フ
ト
に
す
る

こ
と
で
約
7
坪
も
あ
る
大
容
量
の
収
納

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

  

可
変
性
の
あ
る
空
間
を 

効
率
的
に
使
い
分
け
る

　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
3
人
の

お
子
さ
ん
の
個
室
を
確
保
す
る
た
め
、

個
室
は
「
寝
る
た
め
の
部
屋
」
と
割
り

切
り
、
約
10
畳
の
部
屋
を
可
動
間
仕
切

り
で
3
分
割
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
北

側
の
別
室
に
共
有
の
勉
強
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
と
壁
一
面
の
書
棚
を

設
け
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
独
立
し
て

か
ら
は
、
可
動
間
仕
切
り
を
は
ず
す
こ

と
で
広
い
部
屋
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
コ
ス
ト
の
工
夫
も
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
。
通
常
は
隠
し
て
し
ま
う
構
造
用

合
板
で
す
が
、
桧
合
板
を
採
用
し
、
見

せ
て
仕
上
げ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
凝

縮
さ
れ
た
こ
ち
ら
の
住
ま
い
に
て
、
先

日
完
成
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご

来
場
の
皆
さ
ま
も
一
様
に
感
心
さ
れ
、

桧
の
香
り
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
竣

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
使
い
切
る

森
林
組
合
独
自
の
空
間
提
案 

http://w
w

w
.sinrin.org
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お　問
合わせ

建
築
事
業
部

注
文
住
宅
レ
ポ
ー
ト 

リフォームで資産価値の向上と入居率アップを!

マンションリフォームしませんか？
　建築事業部では新築だけでなく、マンションのリフォーム
も手がけております。先日、組合員様所有の賃貸マンション
のリフォームをさせていただき、オーナー様からは、品質、
価格共に、お喜びの声をいただいております。
　マンションの内外装修繕工事や内部改修をお考えの際には、
是非お気軽にお声かけくださいませ。

▲共有の勉強スペースと北側スリット窓

▲�階高の調整や天井裏の活用で�
断面的にも空間を有効に活用している

工
写
真
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
お
問
合
わ
せ　

建
築
事
業
部
）

０
１
２
０（
６
３
０
）
８
５
４

▼リフォーム完了

▲施工前

様
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

木
材
価
格
低
迷
の
折
、
少
し
で
も
立

木
の
売
上
を
手
元
に
残
し
た
い
。

組
合
員
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

府県名 予定数量（㎥）

三重県森連 6,000

滋賀県森連 4,500

京都府森連 13,589

兵庫県森連 5,000

和歌山県森連 15,000

奈良県森連 900（ラミナ用）

大阪府森林組合 500

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
据
え
付
け
ら
れ

た
機
器
類
は
原
料
の
水
分
量
を
調
整
す

る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
熱
源
と
す
る
円
筒

形
の
乾
燥
炉
が
中
央
に
設
置
さ
れ
、
原

料
を
圧
縮
・
加
温
し
て
製
造
す
る
反
応

筒
と
呼
ば
れ
る
36
本
の
シ
リ
ン
ダ
ー
が

整
然
と
並
ぶ
姿
は
圧
巻
で
す
。

今
ま
で
は
４
本
の
反
応
筒
か
ら
な
る

実
用
製
造
プ
ラ
ン
ト
が
最
大
の
も
の
で

し
た
が
、
原
料
の
定
量
供
給
装
置
や
乾

燥
炉
ま
で
を
備
え
、
36
本
の
反
応
筒
か

ら
な
る
24
時
間
稼
動
可
能
な
商
用
プ
ラ

ン
ト
は
、
当
組
合
が
設
置
し
た
も
の
が

世
界
初
、か
つ
最
大
の
も
の
と
な
り
ま

す
。設

置
さ
れ
た
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
プ
ラ

ン
ト
は
各
部
の
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
、

平
成
23
年
6
月
か
ら
操
業
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
当
面
は
試
行
的
な
操
業
と

し
、
設
備
や
実
証
・
検
証
を
兼
ね
た
バ

イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
製
造
を
行
っ
て
い
く

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
高
槻
市
中
畑
地
区
に
設
置
さ
れ

た
世
界
初
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
新
た
な
木

材
利
用
手
法
と
し
て
森
林
・
林
業
界
の

み
な
ら
ず
、
石
炭
コ
ー
ク
ス
を
熱
源
と

し
て
利
用
す
る
鋳
鉄
・
鉄
鋼
な
ど
各
界

か
ら
注
目
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
然
、
組
合
の
新
た
な
事
業
と
し
て

確
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

施
設
を
設
置
し
た
三
島
支
店
の
み
な
ら

ず
、
組
合
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
予
定
で
す
。

府産材合板の屋根下地

薄くカットした単板を積み重ねて接着剤と
プレスによって合板ができます
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宮
崎
県
の
最
南
端
に
あ
る
南
那
珂
森

林
組
合
と
は
、
平
成
14
年
11
月
友
好
組

合
の
提
携
を
行
い
、
平
成
15
年
4
月
宮

崎
県
串
間
市
内
の
森
林
に
友
好
組
合
の

証
と
し
て
大
阪
の
森
を
造
成
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
21
年
4

月
に
は
大
阪
府
河
内
長
野
市
内
の
森
林

に
て
「
環
境
と
交
流
の
Ｍ
O
R
I
」
造

成
記
念
植
樹
祭
を
開
催
し
、
そ
の
一
画

に
宮
崎
の
森
を
造
成
し
ま
し
た
。
平
成

15
年
の
友
好
組
合
の
締
結
以
来
、
職
員

の
交
流
や
合
同
研
修
会
の
ほ
か
様
々
な

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
9
月
、
南
那
珂
森
林
組
合
は
北

海
道
の
中
央
に
位
置
し
、
木
材
加
工
販

売
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
下
川
町

森
林
組
合
と
姉
妹
森
林
組
合
を
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
契
機
と
し
、
南
那
珂
森
林
組

合
・
下
川
町
森
林
組
合
・
大
阪
府
森
林

組
合
の
3
組
合
に
よ
る
友
好
の
森
植
樹

祭
が
平
成
23
年
1
月
8
日
宮
崎
県
串
間

市
内
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
か
ら
も
14
名

の
役
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
零
度
ま
で
冷
え
込
み
、

植
樹
会
場
で
は
大
き
な
霜
柱
が
立
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
下
川
町

で
は
、
冬
季
の
最
低
気
温
は
氷
点
下
30

度
位
ま
で
下
が
る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
毎
日
森
林
施
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
改
め
て
日
本
列
島
は
南
北

に
長
く
、
地
域
に
よ
り
森
林
組
合
の
お

か
れ
て
い
る
活
動
環
境
が
異
な
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
平
成
15
年
に
植
樹
祭
を
行
っ

た
場
所
に
隣
接
す
る
串
間
市
有
林
で
、

遠
く
飫
肥
杉
の
山
並
み
が
見
渡
せ
る
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

式
典
は
島
田
南
那
珂
森
林
組
合
長
、

地
元
野
辺
串
間
市
長
様
の
ご
挨
拶
の
後
、

先
ず
3
森
林
組
合
長
に
よ
る
山
桜
の
記

念
植
樹
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
参
加
者
は

約
２
ha
の
森
林
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
参
加
し
た
私
達
は
、
大
阪
府

の
木
で
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
や
こ
の
地
域
の

代
表
的
品
種
で
あ
る
飫
肥
ス
ギ
を
植
栽

し
ま
し
た
。
植
樹
祭
は
、
こ
の
苗
木
の

健
全
な
成
長
と
3
森
林
組
合
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈
念
し
、
万
歳
三
唱
を
行

い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
終
了
後
に
は
、
8
年
前
に
植

栽
し
た
大
阪
の
森
に
立
ち
寄
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
よ
く
手
入
れ
が
さ
れ
て

お
り
、
木
々
は
大
人
の
背
丈
を
越
え
る

程
に
ま
で
成
長
し
て
お
り
、
日
々
の
管

理
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
崎
友
好
の
森
植
樹
祭
に
参
加

　

能
勢
町
に
あ
る
大
阪
府
立
総
合
青
少

年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
が
44
年
の
歴
史

を
閉
じ
平
成
23
年
3
月
31
日
に
閉
所
し

ま
し
た
。
昭
和
42
年
に
『
東
洋
一
』
の

大
規
模
野
外
活
動
施
設
と
し
て
オ
ー
プ

ン
以
来
約
3
7
0
万
人
の
キ
ャ
ン
パ
ー

を
迎
え
入
れ
、
青
少
年
の
健
全
な
野
外

活
動
の
場
と
し
て
多
く
の
府
民
に
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
当
組
合
は
平
成
18
年

か
ら
5
年
間
、
指
定
管
理
者
と
し
て
こ

の
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
業
務
を
行
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
に

選
ば
れ
て
ま
ず
最
初
に
手
を
つ
け
た
の

は
、
明
る
い
森
、
安
全
な
森
を
整
備
す

る
こ
と
で
し
た
。
明
る
く
安
全
な
森
は

　

大
阪
府
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
大
阪

府
民
の
森（
く
ろ
ん
ど
園
地
、
ほ
し
だ

園
地
、
む
ろ
い
け
園
地
、
く
さ
か
園
地
、

ぬ
か
た
園
地
、
な
る
か
わ
園
地
及
び
み

ず
の
み
園
地
、
ち
は
や
園
地
）の
管
理

運
営
業
務
を
行
う
指
定
管
理
者
の
公
募

が
あ
り
ま
し
た
。公
募
方
法
は
管
理
運

営
業
務
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
行

う
理
由
か
ら
、
3
つ
の
区
域「
北
河
内

地
区
」、「
中
河
内
地
区
」、「
南
河
内
地

区
」に
分
割
さ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
は
北
地
区
を
財
団
法
人
大
阪
府

み
ど
り
公
社
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

里
山
サ
ロ
ン
と
、中
地
区
・
南
地
区
は
財

団
法
人
大
阪
府
み
ど
り
公
社
と
共
同
事

業
体
を
つ
く
り
公
募
し
、
見
事
3
地
区

す
べ
て
に
お
い
て
指
定
管
理
者
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。期
間
は
い
ず
れ
も
平
成

23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31

日
ま
で（
5
年
間
）で
す
。大
阪
府
民
の

森
と
は
、府
政
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、

府
民
の
皆
さ
ん
に
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定

公
園
の
豊
か
な
自
然
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
大
阪
府
が
整
備
し
た
自
然

公
園
施
設
で
す
。北
か
ら
交
野
市
域
の

く
ろ
ん
ど
園
地
・
ほ
し
だ
園
地
に
始
ま

り
、生
駒
山
系
の
む
ろ
い
け
・
く
さ
か
・

ぬ
か
た
・
な
る
か
わ
・
み
ず
の
み
の
各
園

地
、
更
に
は
千
早
赤
阪
村
の
ち
は
や
園

地
、
最
も
南
に
位
置
す
る
泉
南
市
の
ほ

り
ご
園
地
ま
で
、
9
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
を
持
っ
た
園
地
で
す
。（
※
注
：
当
組

合
は
、
ほ
り
ご
園
地
を
除
く
8
園
地
の
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。）「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

キ
ャ
ン
パ
ー
に
大
変
好
評
！
サ
ン
サ
ン

と
光
が
注
ぎ
こ
む
森
の
中
で
子
ど
も
た

ち
が
走
り
回
る
姿
を
み
る
の
が
い
つ
し

か
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
手

が
け
た
の
は
雨
対
策
。
自
炊
場
に
屋
根

を
つ
け
雨
天
キ
ャ
ン
セ
ル
を
な
く
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校
の
先
生
に
は
大

好
評
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
な
ど
に
力
を
い
れ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
年
間
６
２
，
0
0
0

人
の
利
用
者
が
約
６
７
，
0
0
0
人
に

な
り
順
調
な
管
理
運
営
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
阪
府
の
財
政
再
建
プ
ラ

さ
よ
う
な
ら
!! 

44
年
の
歴
史
に
幕

大
阪
府
立
総
合
青
少
年

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
民
の
森
の

指
定
管
理
者
と
な
り
ま
し
た

ぬかた園地　あじさい園

ほしだ園地　クライミングウォール ほしだ園地　吊橋（星のブランコ）

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
ハ
イ
キ

ン
グ
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
都

市
の
喧
騒
を
離
れ
た
癒
し
の
場
、
日
常

触
れ
合
う
こ
と
の
少
な
く
な
っ
た
自
然

環
境
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
教
育
の

場
、
あ
る
い
は
自
然
素
材
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
な
ど
創
作
の
場
な
ど
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。当
組
合
は
主
に
そ
の

広
大
な
森
林
の
管
理
等
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

ン
に
よ
り
施
設
の
老
朽
化
及
び
耐
震
性

の
問
題
で
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
こ
の
3

月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
施

設
運
営
管
理
者
と
し
て
さ
ら
な
る
向
上

を
め
ざ
し
5
年
、
10
年
、
15
年
と
指
定

管
理
者
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
残

念
で
す
。
施
設
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
5
年
間
で
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組

合
事
業
に
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

左から山下組合長（下川町）、島田組合長（南那珂）、古川組合長
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当
組
合
の
運
営
に
情
熱
を
持
っ
て

活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
山
野

勝
徳
さ
ん
が
、
平
成
23
年
3
月
9
日

突
然
、
病
魔
に
襲
わ
れ
、
57
歳
の
若

さ
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
53
年
4
月
千
早
赤
阪

森
林
組
合
の
職
員
と
な
っ
て
以
来
、

昭
和
57
年
12
月
の
富
田
林
市
、
河
内
、

葛
城
、
千
早
赤
阪
の
４
組
合
が
合
併

し
た
南
河
内
森
林
組
合
、
さ
ら
に
平

成
13
年
10
月
に
大
阪
府
内
の
十
六
森

林
組
合
が
合
併
し
発
足
し
た
大
阪
府

森
林
組
合
の
職
員
と
し
て
、
大
阪
の

森
林
の
保
全
整
備
に
一
貫
し
て
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
元
南
河
内
地
域
の
森

林
の
手
入
は
も
と
よ
り
、
林
道
の
整

備
や
地
域
林
業
の
拠
点
施
設
で
あ
る

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
府
森
林
組
合
で
は
、

現
場
の
経
験
や
特
に
経
理
に
対
す
る

豊
富
な
知
識
を
背
景
に
、
総
合
管
理

課
長
と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
の
一

府
県
一
組
合
の
組
織
・
体
制
作
り
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
19
年
4
月
に
は
、

組
合
の
運
営
を
す
べ
て
切
り
盛
り
す

る
参
事
に
選
任
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

20
年
8
月
に
は
常
務
理
事
と
し
て
、

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
推
進
等
、

都
市
型
の
森
林
組
合
の
発
展
に
大
き

な
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
合
併
後
十
年
を
経
過
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
数
多
く
の
課
題
が
残
さ

れ
て
お
り
、
山
野
常
務
を
頼
り
に
し

て
お
り
ま
し
た
の
に
、
痛
恨
の
念
に

耐
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
氏
も
さ
ぞ
心

残
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

我
々
役
職
員
、
今
後
組
合
を
よ
り

一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
氏

に
対
す
る
は
な
む
け
と
考
え
、
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

森
林
組
合
は
現
在
７
，
１
０
０
名

を
超
え
る
森
林
所
有
者
の
皆
様
に
ご

加
入
い
た
だ
き
府
内
各
地
域
で
組
合

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年

10
月
の
合
併
以
来
、
10
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
相
続
等
に
よ

る
名
義
変
更
や
住
所
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
組
合
員
名
簿
の
管
理
上
、

組
合
員
変
更
届
出
書
の
提
出
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
届
出
用
紙
は
各

支
店
に
備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

正
組
合
員
の
加
入
資
格
は
森
林
所

有
者
で
あ
る
こ
と
と
定
款
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
森
林
を
全
て
手
放
さ

れ
た
場
合
は
、
准
組
合
員
又
は
脱
退

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

場
合
も
支
店
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
お
送
り
し
た
ご
住
所
・
お
名

前
が
組
合
員
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
一
度
ご
確
認
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

山
野
常
務
理
事
参
事
が
ご
逝
去

組
合
員
名
簿
の
管
理
に
つ
い
て
お
願
い

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
が 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ラ
・

フ
ォ
レ
ス
タ
」
の
創
設
10
周
年
を
記
念

し
て
、
4
月
8
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。
5
月
8
日
ま
で

の
期
間
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
フ

ェ
ア
と
致
し
ま
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅

茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
粗
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
伴
い
、
開
館
日
が
金
土
日
祝

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

木
工
作
家
に
よ
る 

本
格
的
な
木
工
教
室
開
始

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
同
時
に
ラ
・
フ
ォ

レ
ス
タ
に
隣
接
す
る
工
房
に
て
、
本
格

的
な
木
工
教
室
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

講
師
は
当
工
房
で
家
具
を
制
作
さ
れ
て

い
る
小
山
亨
先
生
と
林
靖
介
先
生
。生

徒
の
皆
さ
ま
か
ら
は「
親
切
丁
寧
な
指

導
で
分
か
り
や
す
い
」「
空
気
や
景
色

の
美
し
い
と
こ
ろ
で
の
作
業
は
集
中
力

も
一
層
高
ま
り
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う

に
感
じ
る
」「
週
1
回
教
室
に
来
る
の

が
と
て
も
楽
し
み
」と
早
速
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。小
山
先
生
の

教
室
は
金
曜
日
、
林
先
生
の
教
室
は
土

曜
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。随
時
ご

見
学
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

地
元
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る 

展
示
販
売
を
開
催

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
館
内
で
は
ク
ラ
フ

ト
展
と
致
し
ま
し
て
、
隣
接
す
る
工
房

で
制
作
さ
れ
た
木
の
家
具
や
小
物
の
ほ

か
に
、
主
に
地
元
で
活
動
さ
れ
て
い
る

ク
ラ
フ
ト
作
家
の
方
々
に
よ
る
ガ
ラ
ス

細
工
や
彫
金
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
陶
器
や

茶
葉
な
ど
の
展
示
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
作
家
さ
ん
の
作
品
を

一
堂
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
後
の
新
た
な
試
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
い
た
お
客
様
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
「
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

お
り
、
大
き
な
窓
か
ら
望
め
る
里
山
の

風
景
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

自
由
に
お
読
み
い
た
だ
け
る
森
林
関
連

の
書
籍
な
ど
も
多
数
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

地
元
水
彩
画
家
に
よ
る 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　

4
月
10
日
の
午
後
よ
り
、
千
早
赤
阪

村
の
里
山
の
風
景
を
描
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
水
彩
画
家
の
下
地
愛
樹
先
生
に
よ

る
水
彩
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
先
生
の
優
し
く
丁
寧
な
指
導

の
も
と
、
皆
さ
ん
一
心
不
乱
に
描
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

次
の
水
彩
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

6
月
19
日
に
開
催
致
し
ま
す
。
下
赤
阪

地
区
の
棚
田
を
描
き
に
出
か
け
ま
す
の

で
、
初
の
屋
外
開
催
と
な
り
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
、
5
月
1
日
よ
り
始
ま

る
「
木
彫
り
塾
」
、
7
月
中
旬
開
催
予

定
の
陶
芸
教
室
「
マ
イ
タ
ン
ブ
ラ
ー
づ

く
り
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
是
非

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
と
同
時
に
、
新
た
に
ラ
・
フ
ォ

レ
ス
タ
の
企
画
販
売
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
谷
口
真
名

美
と
申
し
ま
す
。
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
に

来
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
緑
あ

ふ
れ
る
風
景
（
視
覚
）
・
鳥
の
さ
え
ず

り
（
聴
覚
）
・
木
の
香
り
（
嗅
覚
）
・

木
工
教
室
や
ク
ラ
フ
ト
展
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
（
触
覚
）
等
と

五
感
を
フ
ル
に
活
用
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
の
施
設
を
、
「
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
の
で
、
お
客
様
や

ま
わ
り
の
皆
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ
な
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
林
業
情
報
の
発

信
拠
点
と
し
て
、
よ
り
広
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
せ
。

（
お
問
合
わ
せ　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
）

0
7
2
1
︲
7
2
︲
0
0
9
0

クラフト展示販売の様子

水彩画ワークショップの様子

金
剛
山
へ
向
か
う
道  

緑
豊
か
な
山
間
に
建
つ

「
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

http://w
w
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　森林組合職員のなかで１、２番の若さを誇る木下さんは、だんじ
り祭りで有名な岸和田で生まれ育ち、青年団員活動をしている平成
19年、20歳のときに大阪府森林組合泉州支店に採用となりました。
少人数で和泉市から岬町までの広範囲の管轄エリアを持つ泉州支店
において、様々な森林整備の現場を担当し、支店長の片腕として、
日々管内を走り廻っています。
　現在は森林整備加速化事業地の取りまとめのため、組合員さん宅
の訪問も多くなり、丁寧で熱心な説明ぶりは、地域の組合員さんか
ら信頼が厚くなってきました。
　また、物怖じしない性格で、現場周りの空き時間には、看板など
の木製品の販促のため企業や
店舗に飛び込み営業を行うな
ど支店の売上げアップに貢献
しています。
　休日は地元町会での清掃活
動などで駆り出されることも
多く、飼育しているカブトム
シに餌を上げることが一番の
気が休まる時間だとか…。
　現在、一人住まいで炊事、
掃除、洗濯もお手の物のいう
森林組合において貴重な独身
職員です。

今回は泉州支店に勤務する木下茂雄さんを紹介します。

木下茂雄さん

組／合／職／員／紹／介日 々 活 躍

　林業技術の向上と安全作業の確保
のため、各号のくみあい通信にてお
知らせしている林業技術や安全作業
に関する講習会ですが、前回は昨年
12月9日、枝打ち技術やかかり木処理
について、林業作業を行って方々に
多数参加いただき開催しました。
　さて今回は、チェーンソー・刈払機
などの林業機械のメンテナンスと安全作業というテーマで下記のとおり
開催いたしますので、是非この機会にご参加いただきますようご案内申
し上げます。

林業技術・安全作業講習会の
お知らせ

木 材 市 況

樹　種 取扱量（㎥） 平均単価（円）
ス　ギ 586 15,357
ヒノキ 1718 24,295
広葉樹 121 66,256

■平成22年10月〜23年3月　販売実績と平均単価

■講習内容
　�林業機械のメンテナンスについて（講師　小川機械）
■日時
　平成23年7月8日（金）午後1時30分〜
■集合場所
　�河内長野市立林業総合センター　大会議室
　�（お車の方は、花の文化園宮ノ下駐車場をご利用ください）
■服装
　�作業のできる服装と履物をご用意ください。
■申込先
　大阪府森林組合南河内支店　TEL0721（63）0850

I N F O R M A T I O N

2011 丸大の夏ギフト

大阪しんりんくみあい通信
年2回発行　編集／大阪府森林組合本店　発行人／竹中　正一　〒541-0054�大阪市中央区南本町2丁目1番8号　大阪府森林組合　TEL.�06-4964-0950
e-ｍail�:��shinrin@rapid.ocn.ne.jp

　今年の冬は例年にない積雪にみまわれ、木材搬出が計画どおり進
まないという場面も見受けられましたが、取扱数量及び売上金額は
昨年実績を上回っており、出荷者、買い方の皆様にお礼申し上げます。
　3月25日に開催した春季特別市では、久しぶりに共販土場が木材
でいっぱいとなり、優良材が多く出品されたこともあり、活発なセ
リ売り風景となりました。全体で390㎥がセリに掛けられましたが、
中でもヒノキ7ｍ末口40cｍが150千円/㎥、ケヤキの大径木5.6ｍ末
口82cｍが260千円と特別材は高値で取引がされました。
　東日本大震災直後、報道されているとおり合板材の供給が追いつ
いていない為、その原材料となるスギ4ｍ末口24〜28cｍの一等材
が㎥当たり2〜3千円の値上がりが見られましたが、その後相場は
戻りつつあります。
　また震災後、買方のお客様からは良質な柱材の注文が減少してい
るとのお話も聞いており、我々も相場の動向を注視して参ります。

編

　3月11日に発生した東日本大震災は東北・関東地方に大きな被害を及
ぼしました。森林組合系統でも、役職員や作業班で亡くなられた方もあ
り多くの方が被災されました。お亡くなりになられた方にはご冥福をお
祈りするとともに被災地の復興を願うばかりです。
　この度の大地震に伴い発生した津波は想像を絶するもので、多くの家
屋と共に福島第一原発を襲いました。その原発事故はいまだ収束せず多
くの方が避難を余儀なくされています。電力の安定的な供給に支障が出
ており、計画停電やサマータイム導入など節電の動きが進んでいます。
原子力の安全神話は完全に崩壊してしまいました。今回の地震は、我々
の生活が便利さを追い求めいかに電気に依存していたかということを改
めて思い知らされました。薪・炭から石炭・ガスへ、そして石油・電気
へと生活を支えるエネルギーは変化してきました。今ではあらゆるもの
が電気無しでは動かなくなっています。
　そのような中、わが大阪府森林組合が世界で初となるバイオコークス
の量産工場を建設しました。原材料は組合員の森林から伐採する間伐材
です。太古に地中に蓄えられた二酸化炭素を排出する化石燃料である石
炭コークスに比べて、バイオコークスは二酸化炭素の排出量と吸収量が
同じ‘カーボンニュートラル’と言われています。バイオコークスで森林
の間伐とその利用を進め、地球温暖化対策としてのCO2削減の期待を大
きく背負うと共に、電力依存のエネルギー政策からの転換の一助となれ
るよう組合を挙げて取り組んでいきたいと思います。

集 後 記


